
学校事務 理論研修会 終了報告 
 

テーマ 

「石狩管内公立小中学校事務職員研修会」 
 公立小中学校事務職員の日常的な実践の交流や研究協議を通して、子どもの学習権の保
障や他職種との協力・協働のあり方等をさぐり、今後の実践にさらに活かしていく。 
 

日 時 平成２９年１１月１０日（金） 

会 場 ホテルライフォート札幌 

講 師 

（指導者） 

村田 智己 氏（石狩教育局 主幹） 

廣鰭 寿恵子 氏（教職員事務センター市町村立学校手当認定第一グループ 専門主任） 

吉田  誠 氏（教職員事務センター市町村立学校旅費第一グループ 主任） 

管内公立小中学校事務職員 

参加者 約８５名 

研修会 

の 

様 子 

 
 石狩教育局と教職員事務センターより講師を招い

ての実務研修。給与事務や旅費事務、服務に関し

ての質問事項の回答や事務処理に関わって解説を

受ける。 

 校内での様々な事務処理について、より理解を深

める機会となった。 

 

 市町村実態交流。今年度は各市町村の独自研究

について交流。就学援助費（特別支援教育就学奨

励費）事務、給食費事務、教職員向け（保護者向

け）事務だよりの発行等について交流。 

 他市町村での事務改善方法や研究について理解

を深める機会となった。 

 

 全体研修会。先輩事務職員によるリレートークやグ

ループディスカッションを通じて、これまでの研究や日

常実践を次世代（経験の少ない事務職員）へ繋げる

よい機会となった。 

 

 


